










�&�� ������
��

>Ì



& �� 
 

 ໬学ศ㔝ᩍ⫱について࣮ࢠࣝࢿ࢚ �����

 

エネルギーを䠈安全䠈ప䝁スト䛷環境䛻㐺合䛧䛯᪉ἲ䛷安定౪⤥することは䠈ᣢ⥆ྍ能䛺社会と㇏か䛷質の高い生άをᐇ現䛧

䛶い䛟ୖ䛷኱ษ䛷す。䛭の䛯䜑䛻は䠈エネルギーの生⏘䠈流㏻䠈ᾘ㈝の各ẁ㝵䛻䛚䛡る㟂⤥をᢕᥱ䛧䠈エネルギーのバ䝸䝳ー䝏

䜵ーン (E㼂㻯) を᭱㐺化䛧䛯システムを構⠏すること䛜ᚲせ䛻䛺り䜎す。ᑗ᮶の水素社会のᐇ現䛻ྥ䛡䛶䠈᪂つ技術䛺䛹䛻よるエ

ネルギーの安定化䛻は䠈水素製造䠈エネルギーの㍺㏦・㈓ⶶ䠈ḟୡ代発電・⵳電技術䛺䛹 E㼂㻯 を構成する各ẁ㝵䛻䛚䛡るせ素

技術 （電解プロ䝉ス䠈触媒プロ䝉ス䠈⇞料電ụ䠈各✀電ụ䠈䜻䝱䝟シ䝍䠈構造材料䛺䛹） 䜔安全䛻化学䛜኱䛝䛟㛵୚䛧䛶い䜎す。 

エネルギー化学分㔝教育䛷は䠈化学・生命系学科の化学 EP・化学応用 EP の専門ㄢ⛬を学䜆とと䜒䛻䠈䛭䜜を基礎と䛧䛶䠈

E㼂㻯 を構成する᭱先端の化学ⓗせ素技術の素㣴を㌟䛻䛴䛡䠈䛥䜙䛻エネルギーシステム全体をಠ▔䛷䛝るᗈいど㔝を⋓得する

ことを目ⓗと䛧䛶い䜎す。 

化学 EP 䜎䛯は化学応用 EP 䛻ᡤ属する学生は䠈い䛪䜜䜒 EP のᶆ‽教育ㄢ⛬とと䜒䛻䠈ᮏேのᕼᮃ䛻より䠈表 3㸫㻡 の科目⩌

か䜙構成䛥䜜るエネルギー化学分㔝教育の䜹䝸䜻䝳ラムをᒚಟすること䛜䛷䛝䜎す。この䜹䝸䜻䝳ラムをᒚಟすることは䠈エネルギー

化学分㔝䛻㛵㐃する༞ᴗ◊✲の基盤と䛺り䜎す。エネルギー化学分㔝教育のಟ஢基‽を‶䛯䛧䛯䜒の䛻は䠈༞ᴗ᫬䛻䠈学位グ

とはู䛻䠈ಟ஢ドをᤵ୚䛧䜎す。 
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エネルギー化学分㔝教育科目 

全学教育科目 (⮬↛科学系)䈂  エネルギーバ䝸䝳ー䝏䜵ーン (E㼂㻯) せ素技術科目䈃 

エネルギー工学序論 安全・環境と社会  無機材料化学 触媒化学基礎論 

   固体物性化学 エネルギー๰生工学 

エネルギー化学基礎科目䈃  応用電気化学 エネルギーኚ᥮熱力学 

化学熱力学 A㻛B 電気化学 A㻛B  ⵳エネルギー工学 固体表面化学 

཯応㏿度論 A㻛B 物理化学 㻵㻵    

   エネルギーシステム科目䈃 

バ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目䈃  化学プロ䝉ス開発計⏬ エネルギー安全工学 

バ䝸䝳ー䝏䜵ーンシステム論 エネルギー䝬ネ䝆䝯ント論  エネルギーシステム工学  

䈂䠖全学教育科目䠗 䈃䠖化学 EP・化学応用 EP 専門科目（A は化学応用 EP ྥ䛡䠈B は化学 EP ྥ䛡） 
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エネルギー化学分㔝教育のಟ஢基‽と䛧䛶ḟの䐟か䜙䐢を඘㊊䛧䠈䐠か䜙䐢の合計 1㻤 単位௨ୖをಟ得すること。 

䐟 化学 EP 䜎䛯は化学応用 EP のᒚಟ基‽の඘㊊ 

䐠 全学教育科目(⮬↛科学系) 䛂エネルギー工学序論䛃䠈䛂安全・環境と社会䛃か䜙 2 単位௨ୖ 

䐡 エネルギー化学基礎科目 䛂化学熱力学 A㻛B䛃䠈䛂཯応㏿度論 A㻛B䛃䠈䛂電気化学 A㻛B䛃㻘 物理化学 㻵㻵 か䜙 㻤 単位 

(A は化学応用 EP ྥ䛡䠈B は化学 EP ྥ䛡) 

䐢 バ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目㻘 エネルギーバ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目㻘 エネルギーシステム科目の୰か䜙合計 㻤 単位௨ୖ 
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(4) バイオ教育プログラム 

(4-1) 成績の扱い 

成績の順位付けには GPA を用いる。ただし，GPA が等しい場合は，GPT(grade point total = (GP単位数))の高い方を上位

とする。 

 

(4-2) 早期卒業 

2 年次末の GPA が 4.000 以上の学生は，希望により事前審査を経て 3 年次から特別なカリキュラムを受けることができる。さら

に，3 年次の秋学期末時点ないし 4 年次の春学期末時点で卒業要件を満たした場合，早期卒業することができる。詳細は，教務

委員に相談すること。 

 

表 4－1 バイオ EP の履修基準 

科目群 

1 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

2 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

3 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

卒業に必要

な単位数 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 
人文社会系科目  4 4 4 

自然科学系科目 
（準必修科目を履

修済みであること） 
4 4 4 

外国語科目 

英語科目  6 6 6 

初修外国語 a)  2 2 2 

外国語科目小計 4 8 8 8 

健康スポーツ科目  
選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

全学教育科目小計 10 22 26 30 b) 

学
部
教
育
科
目 

基礎演習科目  2 2 2 

専門基礎科目 必修 － 5 5 5 

専門科目 必修 －  3 3 

専門基礎科目 選択必修 
6 8 12 18 

専門科目 選択 

専門基礎科目 バイオ EP 研修 － － － 8 

学部教育科目小計  45 79 94 c) 

合計 32 70 109 124 

 

a) 外国人留学生は日本語科目 2 単位を代替できる。 

ｂ) 放送大学科目の履修科目のうち，全学教育科目の基礎科目 2 単位まで，初修外国語科目 2 単位までが卒業に必要な単位

に算入することができる。ただし，再履修科目に類似した科目や本学で類似の科目を開講していない科目の履修に制限する。

卒業要件に含める目的の放送大学科目の履修にあたっては事前に化学•生命系学科の教務委員に相談すること。 

ｃ) 94 単位中 2 単位については，所属外 EP，本学の他学科，他学部，ならびに単位互換協定を結んでいる他大学で修得した 1

科目 2 単位を充てることができる。ただし，教職に関する科目は，これに充てることはできない。 
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����� ༞ᴗ◊✲ࡵࡓ࠺⾜ࢆにᚲせ࡞せ௳ 

バイ䜸 EP ◊ಟⅠ䡚䊩䛜༞ᴗ◊✲䛻┦ᙜする。こ䜜䜙䛻╔ᡭする䛻は表 4䠉1 䛻♧す䛂2 ᖺḟᮎ䜎䛷䛻ಟ得す䜉䛝単位数䛃䛚

よ䜃䛂3 ᖺḟᮎ䜎䛷䛻ಟ得す䜉䛝単位数䛃の基‽をཎ๎と䛧䛶‶䛯䛥䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。䛺䛚䠈バイ䜸 EP ◊ಟ 㻵䡚㼄 のᒚಟ䛻䛒䛯

䛳䛶は◊✲指導教ဨ䜎䛯は教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 

 

⾲ �㸫� ࢜࢖ࣂ (3  ඲学ᩍ⫱⛉┠㸪学部ᩍ⫱⛉┠୍ぴࡢ

 

⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数 
ᒚಟ基‽ 

(ഛ⪃） ᚲಟ 
㑅ᢥ

ᚲಟ 
㑅ᢥ 

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ 

᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ 

඲
Ꮫ
ᩍ
⫱㻌

⛉
┠㻌

物質工学と社会(⮬)  2  2        

(‽ᚲಟ科目)（㼍） 安全・環境と社会(⮬)  2  2        

エネルギー工学序論(⮬)  2  2        

ᇶ
♏
₇
⩦

⛉
┠㻌

化学・生命情報ฎ理演習（情） 㻖1    2       

2 単位௨ୖ 

㻥4 単位 

௨ୖ 

化学・生命基礎演習 A  㻖1   2       

化学・生命基礎演習 B  㻖1   2       

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺
ᚲ
ಟ㻌

化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅰ 㻖2     㻢      

㻡 単位 化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅱ 㻖2      㻢     

化学ᐇ㦂 㻖1   3        

ᑓ
㛛
⛉
┠㻌

䩺
ᚲ
ಟ㻌

バイ䜸専門ᐇ㦂 㻖3       㻥    3 単位 

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ㻌

生物科学Ⅰ  2  2        

1㻤 単位௨

ୖ 

生物科学Ⅱ  2   2       

現代生物学Ⅰ  2  2        

現代生物学Ⅱ  2   2       

生物工学Ⅰ  2    2      

་工学  2      2  2  

分子生物学  2     2     

生化学  2    2      

⸆学概論  2      2    

生命科学◊✲᪉ἲ論  2       2   

バイ䜸䝯䜹ニクス  2       2   

ᑓ
㛛
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ㻌

バイ䜸基礎ᐇ㦂   㻖2  2  2  2   

⣽⬊と組織   2    2     

᳜物分子生理学   2   䕻2  䕻2  䕻2  

㑇ఏ子工学   2    2     

発生生物学   2     2    

᳜物科学Ⅰ   2   䕺2  䕺2  䕺2  

᳜物科学Ⅱ   2    䕺2  䕺2  䕺2 

⣽⬊㑇ఏ学   2     2    

ே工⮚ჾ   2      2   

生物工学Ⅱ   2    2     

材料力学 A   2    2     

材料力学 B   2    2     

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ㻌

バイ䜸 EP ◊ಟⅠ  㻖2       4  4 

㻤 単位௨ୖ

(༞ᴗ◊✲

䛻┦ᙜ䚸 

1㻜 単位䜎䛷

ᒚಟྍ） 

バイ䜸 EP ◊ಟⅡ  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊢  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊣  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊤  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊥  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊦  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊧  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊨  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊩  㻖2        4  
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科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 
履修基準 

(備考） 必修 
選択

必修 
選択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

専
門
基
礎
科
目
・
選
択 

物理実験   *1 3        （修得推奨） 

94 単位 

以上 

解析学Ⅰ   2 2        

 

解析学Ⅱ   2  2       

線形代数学Ⅰ   2 2        

線形代数学Ⅱ   2  2       

微分方程式Ⅰ   2   2      

微分方程式Ⅱ   2    2     

関数論   2   2  2    

物理学Ⅰ   2 2 2       

物理学ⅡA   2 2  2      

物理学ⅡB   2  2  2     

図学Ⅰ   2  2  2     

計測   2   2  2  2  

エレクトロニクス通論   2     2  2  

応用数学   2     2  2  

応用数学演習 A   *2     2  2  

応用数学演習 B   *2      2  2 

情報処理概論   2   2      

コンピュータグラフィックス概論   2    2  2  2 

品質管理   2     2  2  

総合応用工学概論   2   2  2  2  

医・工学連携基礎   2    2  2  2 

物質科学   2 2        

基礎化学工学   2  2       

化学工学Ⅰ   2   2      

材料科学   2   2      

安全・環境化学   2   2      

物理化学Ⅰ   2 2        

物理化学Ⅱ   2  2       

物理化学Ⅲ   2   2      

無機化学Ⅰ   2  2       

無機化学Ⅱ   2   2      

有機化学Ⅰ   2  2       

有機化学Ⅱ   2   2      

分析化学Ⅰ   2   2      

分析化学ⅡB   2    2     

化学熱力学 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 化学熱力学 B   2    2     

反応速度論 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 反応速度論 B   2    2     

基礎生化学   2    2     

 

有機工業化学   1      1   
ファインセラミックス 
産業と先端技術 

  1      1   

高分子化学   2    2     

電気化学 B   2     2    

化学・生命情報処理基礎   2    2     
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⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数 

ᒚಟ基‽ 

(ഛ⪃) ᚲಟ 
㑅ᢥ

ᚲಟ 
㑅ᢥ 

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ

᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ 

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠
䪮
ᩍ
⫋
㛵
㐃
⛉
┠
䪯
䩺
㑅
ᢥ㻌

生ែ学㐲㝸ᆅ 

䝣䜱ール䝗䝽ーク 
  㻖2   

2 

䐡 
     

㻳PA 䛻

算入䛧

䛺い。 

༞
ᴗ
䧵
ᚲ
せ
䧴
㻥4
༢
఩
䧵
ྵ
䨈
䧴
䧐
䦽㻌

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク   㻖2   
2 

䐡 
     

生ែ学ᐇ習Ⅰ   㻖1     
2

䐟 
   

生ែ学ᐇ習Ⅱ   㻖1     
2

䐠 
   

ᆅ⌫科学   㻖2 2        

ᆅ⌫システム論Ⅰ   㻖1    
2

䐢 
    

ᆅ⌫システム論Ⅱ   㻖1    
2

䐣 
    

ᆅ⌫科学ᐇ㦂   㻖2 2        

ᆅ質学㐲㝸ᆅ 

䝣䜱ール䝗䝽ーク 
  㻖2     2    

 

(㼍) ᒚಟ䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜䛯科目（䛯䛰䛧䠈ᒚಟⓏ㘓の䜻䝱ン䝉ルはㄆ䜑䜙䜜䛺い）。 

(㼎) 化学熱力学 A㻛B 䛚よ䜃཯応㏿度論 A㻛B は䛭䜜䛮䜜㔜」ᒚಟをㄆ䜑䛺い。 

(㼏) ୸数字は䝍ームを表す。 

㻖 ᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数䛻ྵ䜎䜜䛺い科目 

䕻അ数ᖺ度開講科目 䕺ወ数ᖺ度開講科目 
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